
穀
類
の
國
際
取
引
と
そ
の
貿
易
契
約

品
質
條
件
を
中
心
と
し

て
ー
-ー

序
ー

國
際
貿
易
に
於
け
る
穀
類
取
引
の
地
位

大

谷

敏

治

あ

る
國

の
総
輸
出

に
於

い
て
、
完
製

品
が
食
料
品
ま
た
は
原
料

品
よ
り
も
優
位

の
割
合
を
占
め
、
し
か
も
そ

の
完
製

品
牧
支

が

め

受
取
超
過

で
あ
る
國
を
、

工
業

國
と
呼
ぴ
、
然
か
ら
ざ

る
國
を
農
業
國
と
名
づ
け
、

こ
の
匠
域
的
観

黙
か
ら
、
世
界

に
於
け
る
商

わ

品
交
通

の
態
檬
を
分

析
す
る
と
、
次
頂

の
如

く
で
あ

る
。

す
な

は
ち
、

一
九

二
七
-

二
九
年

に
於
い

て
」
世
界

の
商

品
貿
易

の
過
牛
を
占
め
る
も

の
は
、

工
業

國
と
農
業

國

と
の
間

の
貿

易

で
あ

つ
て
、
世
界
貿
易

全
盟

の
六
二

・
六
%

に
あ
た
り
、
漱
洲
大
職
前

一
九

一
一
ー

=
二
年

の
そ
れ
に
較

べ
て
、
比
率

に
於

い

て
三

・
八
%

、
債
額

に
於

い
て
八
四
%

の
増
加

で
あ
る
η

い
ま

一
九

二
七
-

二
九
年

の
年
平
均

の
貿
易
惰
勢
を
基

準

と
す

る
と
、

こ
の
意
味

に
お
け
る

工
業

國

に
属
す

る
も

の
は
、
イ
ギ
リ

ス

。
ド
イ
ツ

・
フ
ラ

ン
ス

・
ベ

ル
ギ
ー

・
オ
ー

ス
ト
リ

ア

・
チ

ェ
ッ

コ

毅
類
の
國
際
取
引
と
そ
の
貿
易
契
約

(大
谷
)

三
三

1)

2)
油 本 豊 吉 ・ 外 國 貿 易 政 策 第 一一ts昭 和 十 二 年 刊p.199.
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・9・・/・31・g・3レ9・51・g・2/・gl'・9・t

上欄は偵額(夏o億M/MR)下 欄 は比率%

66.5

24・0%

173.4

62.6%

33・7

×2・2%

276.9

100・O%

66.7

25・o%

165.4

62.2・/e

3α5

u.5%

265.7

1◎0.0%

49.7

29・2%

99.9

58.8%

18.2

10・7%

170.0

1OO・O%

47・0

29・3%

94・3

58.8%

17・2

10・7%

160.3

100・0%

工業國相互間

工 業 國 と
農 業 國 問

農業國相互間

計

三
四

ス

に
ヴ

ア
キ
ア

・
ス
イ

ス
及
び
イ
タ
リ
ア
の
欧
洲
諸
國
蛇
び

に
日
本

と
北
米
合
衆
國
と

で
あ
る
が
、

こ

の
世
界

の
三
大

工
業
中

心
地
、
欧
洲

工
業
國
、
日
本
及
び
北
米
合
衆
國

に
つ

い
て
、
夫

れ
そ
れ

の
國

の
輸
出
入

の
な

か
に
農
業

國
と

の
貿
易

が
占
め

る
比
率
を

む

見
る
と
、

一
九

二
九
年

に
於

い
て
は
、
上
表

の
よ
う

に
、
そ

の
全
貿
易

の
五
〇

%
乃
至

1

北 来
合衆國

日 本 歓 洲
工業國

轍騨轍脚轍睡
農業地域貿
易の峯加割
合(%)

66 60 53 51 窮 53

六
〇

%
に
あ
た

つ
て
ゐ
る
。

欧
洲
大
職

を
契
機
と
し

て
、
農
業
國

の
工
業
國
化

,
奮

工
業

國

内

の
農
業

の
保
護
復
活
な
ど

に
よ

つ
て
、
世
界
貿
易
は

一
つ
の
構

り

造
鍵
動

の
過
程

に
入

つ
た
と

い
は
れ
、
「
世
界
経
濟

の
崩
壌
」
さ

へ

呼
ば
れ
た

に
も
が

、
は
ら
す
、
以
上

の
事
實
は
、
國
際
貿
易

の
核

心
を
な
す

も
の
が
、
現
在

に
於

い
て
も
依
然

と
し
て
工
業

國
と
農

業
國

と
の
聞

の
商
品
交
通

で
あ
る
こ
と
を

示
す
。
た

壁
然

か
し
そ

の
封
農
業

國
と

の
貿
易

が
そ

の
國

の
全
貿
易

に
占
め
る
割
合

に
於

い
て
は
、
米
國

が
輸

入
六
六
%
輸
掛
六
〇
%
を
占

め
で
欧
洲

工
業
國

に
優
抄
、

日
本

が
輸
入

五
三
%
輸
出
五

一
%
を
示
し

て
、
欧

洲

工
業
國

の
輸
入
五
七
%
隷

出
五
三
%
と

い
ふ
数
字

に
迫

つ
て
ゐ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
欧
洲
大
職
以
後

に
顯
著
な
る
日

.
米
爾
咽

の
世
界
貿
易

へ
σ
躍
進
を
語
る
も

の
守
あ
つ
て
、

こ
の
意
味

に
於

い
て
は
世
界
貿
易

は
、
「
欧

洲
申

心
離
脱
傾
向
」
を
示
九

と

い
っ

`

3)DerdeutscheAussenhande1,らa.O.1:Sる0

4)拙 稿 ・「概 観 日濠 問題 」 小 樽 高 等 商 業 學 校 創 立 二 十 五 周年 記 念 論 交集 所 載

P.623。

5)生 島廣治耶 ・世界経濟論 昭和九年刊P・65・



て

よ

い
。

と
こ
ろ
で
農
業
國
が
工
業
國
に
供
給
す
る
貿
易
商
品
は
、
食
料
嶺
と
原
料
品
と
に
分
た
れ
る
が
、
い
ま
食
料
品
の
貿
易
に
つ
い

の

て
の
み
見
れ
ば
、
食
料
晶
の
中
心
た
る
穀
類
の
世
界
輸
出
の
大
部
分
は
、
攻
表
に
示
す
よ
う
に
馬
申
部
及
び
欧
洲
の
諸
國

へ
輸
入

の

せ
ら
れ
、
之

れ

に
世
界

の
畜
産

輸
出

の
大
部
分
が

イ
ギ

リ

ス
に
向

け
ら
る

玉
事
實
を
併

せ
考

へ
る
な

ら
ば
、
現
在
と

い

へ
ど
も
、
ト

少
く
も
食
料
品

の
貿

易
に

つ
い
て
は
、
西
漱
諸
國

が
依
然

と
し

て
そ

の
申
心
を
な
し

て
ゐ
る
こ
と
を
否
み
え
な

い
。

:

申
部

及
西
部
激
洲

の
穀
類
輸
入
と
世
界
穀
類

輸
出

高

(軍
位
百
萬
ド
ツ
ペ
ル
チ
エ
ン
ト
ナ
ー
)

L-■ ● 一_」rL■_亀9--r亀 ●一■一亀

九 九 九 九 九
年

二 二 〇 〇 入
七 〇 九 ・一 一 亭
11111
ニ ニニ 」一 〇 九

九 四 三 五 五
均

世

量 充 宅 茜 三
七 二'六 八 二
● ■ ● ● ●

界

輸
小 ・

一 八 九 五 一
出一
漱申

垂 塁難
洲音i
の及
輸両
入部

饗

世

界 襯
一 一● ●■凶」 ■繭一● ■■■鼻

ブLご 七 五 二 輸
圭 毛 三 九6 出一

欧申
洲部

蕪 薫 三
の及
輸西
入部

饗

世

界 大

矛 牽 寒 享 孝
八 四 四 八 入

輸

出

歓中
洲部

三 一 五 三 二二

只 盈 又 藍 翼

の及
輸西
入部
1

多

世

・八1五 五 五 三

二二 九 九 四 〇

界

輸

玉

意6夫 夫 圭 出
一 一
蜀

敵中
洲部

八 ヨ遣 五 ヨ遣 三
五 七 八 五 三
● ● ● ● ●

八 九 二二 四 〇

の及
輸西
入部

黍

 

英

國

の
畜

産

輸

入

と

世
界

の
畜

産

輸

出

(
軍
位
百
萬
ド
ツ
ペ
ル
チ

エ
ン
ト
ナ
ー
)

穀
類
の
國
際
取
引
と
そ
の
貿
易
契
約

(
大
谷
)

'

三
五

6)前 掲 書 、P.59.



三
六

ト

豚

肉

牛

肉

バ

タ

琶

チ

ー

ズ

年

世
界
輸

1

蕎
輸
入

世

界

輸

出

英

國

輸

入

世

界

輸

鵠

英

國

輸

入
・

世
界
輸

旦
英

國
輸
入

一

汎
九
四
i
九
入

六、

吾八

四.
二
八九

三、
三
〇
九

二
、
四
一
七

一
、
五
ご
八

一
、
五
一

〇

一
、
八八

三

一
、
一

七
七

一

八
九
九1

一

九
〇
三

七、七

冗

五、
〇
七
四

囚、山

釜
三

三、
三
三
〇

≒
○
〇
六

一
、
八八

一

二
、
一
山

念

.
一
、
三

三

一

九
〇
四

ー
○
入

七、
二
〇
〇

四、
八
§
O

鞍
四
茜

四、
ご
三

二、
五
六
三

モ

西八

ニー
二
〇
四

一
、
二

亜

一

九
〇
九

1
桶

三

五、
五
四
三

四、
O

圭

六、
六益

五、八

元

二、
八
四八

ご、
一

;

二、
三

三

一
、

充
九

一

九
二

〇

i
二

四

八、
八六

三

菰、
五
〇
六

九、
O
O
七

八、
三
四
六

二、
五
五
五

二、
〇
二
〇

ご、
二
〇
〇

「

一
、
四

天

一

九
二

五

-
二

九

七、
七

宍

六、
五

巴

九、
六
五
四

八、
六

垂

四
二
七
〇

三、
〇
四八

二、
八九

六

蓋
三
〇

=

穀
類
取
引
の
特
殊
性

1929『33
.

亭 均

プ ツシ エ ル

Ig33

プ ツシ エル

44.,227,873

46更606,225

58,143,835

231,980,517

4g,817,7三5

3】【,346,5'26

33831,485

54(198,828

24166,224

7・250・83`{

3・・。3・46平

224,358,58

8`)9,432,II

28,466,425

42,474,389

32,275,295

234,263,567

】[7,953,567

29,25㍉lo8

33,615,404

73,725,587

i9,538,407

271,45gI

80,024

186,409,810

698・3・5・・4?

世
界
貿
易
に
於

い
て
、
以
上

に
の

べ
た
よ
う
な
地

・
位
を
占
め
る
食
料
品
貿
易
、
分

け

て
も
そ

の
中

心
た

・
る
穀
類

の
貿

易
は
、
貿
易
維
螢

の
立
場

か
ら
み
て
、
"

種

々
な
特
異
性
を
も
ち

、
從

つ
て
そ

の
貿
易
契
約

の

内
容

に
於

い
て
も
、
お

の
つ
か
ら
他
と
異

る
取
り
極



め
を
も

つ
も

の
で
あ
る
。
本
稿

は
、
そ

の
貿
易
契
約

の
條

項

に
つ
い
て
.若

干
の
分
析
を
試
み
よ
う
と
す

る

の
で
あ

る
が
、
夫

れ

に
入

る
に
先
立

つ
て
、
此

の
特

殊

な
契
約
條

項
を
生
み
だ
す

と
こ
ろ

の
母
胎
た
る
穀
類

取
引

の
特
異
性

に

一
瞥

を
與

へ
る
こ
と

、
し
ょ
う
。

先

づ
第

一
に
、
穀
類
貿
易
は
、
需
要
國

と
供
給

國

と
が
お

の
お
の
年

々
動

か
ぬ
群
を
な
し

て
相
樹

立
し

て
ゐ
る
。
す
な
は
ち
、
そ

の
國
内
生
産

か
ら
國
内
浩

費

を
差
引

い
て
絵
剰
を
世
界
市
場

に
輸
出

し
う
る
國

と
、
食

料
貞
給
自
足
主
義

に
基
く
各
種

の
施
設
方
策

に
も
か

」
は
ら
す
、
國
内
生
産
を

以

つ
て
し

て
は
到

底

國
内
消
費
を
充
た
す

に
足
り
ず
、
、
年

々
相
當

の
数

量

を
輸
入
す

る
こ
と
を
飴

儀
な
く

ぜ
ら

る

、
國

と
の

一、一
つ
の
群

に
裁
然

と
分
た
れ

る
。

13

例

へ
ば

い
ま
小
萎

の
み
を
例

に
と
れ
ば
、
世
界

に
於

け
る
小
萎

の
主
要
輸
入
國

及
び
そ

の
年

々
の
純
輸
入
は
前
表

の
如
く

で
あ
る
。

穀
類
の
國
際
取
引
と
そ
の
貿
易
契
約

(
大
谷
)

三
七

1go9-13

亭 均
1929 Ig30 1931 193を

輸 入 國
プ ツシ エ ル プ ツシ エル プ ツ シrエ ル プ ツシ エ ル プ ツシ エ ル

ド イ ツ 89,731,507
}

79,779,402 45,076,竃68 29,833,110 37,934,262

ベ ル ギ ー 73,962,974 44,654,975 44,876,382 54,Ioo,075 46,925,317

フ ラ ン ス 38,68互,717 52,592,676 39,317,竃37 87,744,709 78,789,358

イ ギ リ ス 21gβ65,265 232,781,569 224,768,u3 249,672,560 2夏8,416,Z77

イ タ リ ー 57,156,174 65ρ30,081 71,429,187 55,225,ggo 39,449,749

オ ラyダ 76,340,387 30,187,874 33,835,929 34,050,398 29,407,321

プ ラ ミツ ル 20,774,307 35,397,705 39,27ら1互1 32,247,55G 28,625,653

中 華 民 國 5,525,863 47,929,460 宅1・50竃・395
65,067,2累7 65,270,480

日 本 窃173,840 27,530,853 18,756,go6 26,846,094 28,158,858

エ ヂ プ ト 7.914}626 12,656,077 Io,228,0go 8,867,699 4,230,857
㌻

南 阿 聯 邦 6,5竃9,097 7,634,672 2,798,084 3,408,764 1,095,763

その他 諸國 互21,409,356 280,693,876 215,629,206 230,650,965 208,459,058

合 計 721,095,1■3 916,869,220 767,48ア,708 877,715,134 786,763,453

1)0伍cialYearBookoftheCommonwealthofAustralia,No.28-6幽Ig35,

Canberra,P・P・713・ 一・71馬 ぷ り 作 成o



19Q9-13

亭 均
19291930 xg31 Ig32

Ig29-33、
Ig33ZF均

ブ ツシ エ ル
1

,プツシ エ ル1プ ツシ エ ル プ ツシ エル{プ ツシ エル
プ ツ ミ/エ ル プ ツシ エ づレ

轟::1綴隷:1:!。畿;1臨;:1
18,480,189

14g,22夏,042

93,4i4,5,

r42,859,II

I,175,39

Io9,34S,836174,044,725

91,014,「45

1,500,g2.1

151,065,123i蒐42,424ヲ357

97,6、2,6。611,16。6,935

682,584,775603,162,974

124,812,3

79,726,董

723,866,8

i37,917,662

156,3◎6,844

102,583,269

i818・831・517

88

93・500・338j

240,c76,9831

正27,484,281

86,4.34♪936

4,376,075

75,II5,330

79,082,266

1706・070・20g

157,】 【09,000

89,91g,ooo

IOO,864,000

95,041,COO

50,886,000

49,417,000

119,3SI,eoo

662,587,000

250,485,7go

】【37,914,g28

249,70S,054

99,{5ρ,1

7冗,425,64!

808,684,901

三

八

之
れ
に
封
し
て
、國
内
の
消
費
に
充
當
し
て
爾
ほ
飴
剰
が
あ
り
凶之
れ
を

ゴ

わ

年

々
世
界

に
輸
出
し
ろ

る
國

及
び
そ

の
輸
出
量
は
上
表

の
如
く

で
あ

る
。

以
上

の
数
字

が
、
我

々
に
…教

へ
る
と
こ
ろ
は
i

小
萎

の
輸
入

に
於

い

て
、

イ
ギ
リ

ス
は
噺
然
第

一
位
を
占
め

フ
ラ

ン
ス

・
イ
汐
サ

ア

・
ベ

ル
ギ

ー

・
ド

イ
ツ
の
諸
國

が
之

れ

に
次
ぎ
、
.欧
洲
諸
國

の
み

で
全

輸
入
の
牛
ば

以
上
を
占
め
る
こ
と
㌦
輸
出

に
於

い
て
は
、

カ
ナ
ダ

が
全
輸
出

の
三
分

の

」

を
以

つ
て
第

一
位

に
あ
篁
、.
之

れ
に
次
ぐ

ア
ル
ゼ

ン
チ

ン

・
濠

洲

・
北

来

合
衆
國
の
四
ケ
國
を
以
つ
て
全
輸
出
の
八
割
彊
を
占
め
て
ゐ
る
」工

と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
輸

入

・
輸
出

に
於

い
て
各
國

の
占
め

る
割
合
を

一
九

〇
九
i

一
三
年

の
卒
埼

及
び

一
九

二
九
ー

三
三
年

の
季
均
と
し

て
示

蹴

す

と

次

の

如

し

。

,

・

一

.

,

,

、

L

つぞ
　

だり

　

　

ヨ

しリノ

　

　

ケ
ゆ

　

騒

即

"

獅

伽

蝿

赫

助

η

α

㎎

卿

聯

1909-】 【31929-3

「p均(%)1亭 均(%

12.44

1
10.261

5.361

3042

7.93

10.59

2.88

0..77

0。52

1.1【0

0.90

1683

IOO.00

2)Ibid.,』P、P.7iO-一 ア!1.

3)lbid.,P.P.710-714の 諸 表 よ り 作 成o



輸 出 國

ソ ベ ツ ト聯 邦

ダナカ

北 来 合 衆 國

ア ル ゼ"ン チy、

英 領 印 度

ナ ース トラ ザヤ

そ の 他 諸 國

計合

輸 入 國

ツイド

べ 〃 ギ ー

フ ラyス

イ ギ ザ ス

イ タ リ ー

ナ ・ラ ン ダ

プ ラ ミツ ル

中 華 民 國

本日

エ ヂ プ ト

南 阿 聯 邦

そ の 他 諸 國

計
〆

～

合

Ig29-33

亭 均(%)

豆go9-13

挙 均(%)
輸 出 國

6.421

32・52

12.9夏

王9・74

0.16

17・24

11.0互

100.00

33・71

13・57

15・22

14・34

7.68

7.46

18.02

100.00

ソヴエト聯邦

カ ナ ダ

北 来 合衆 國

アルゼンチン

英 領 印 度

濠 洲

その他諸 國

計合

以
上
は
小
萎

に
つ
い
て
の
國
際

貿
易

の
趨
勢
で

あ

る

が
、
之

れ

に

大

萎

切
陣
二
2

裸
変

男
饗

燕
萎

○
舞

拉
ぴ

に
玉
蜀
黍

寓
巴
器

を
加

へ
て
謂
ゆ

る

.穀
類
取
引

σq
峠鉱
昌
窪
巴
・
全
膿
脳を

み
て
も
、
既

に
表
を
以

つ
て
示
し
た

よ
う

ラ

ロ

るに
、
大
西
洋
を
中

心
に
、

カ
ナ
ダ

・
ア
ル
ゼ

ン
チ

ン

・
濠
洲

・
北
米
合

衆
國

を
四
大
供
給

國
と
し
、
英
國

及
び
中
部
蚊
び

に
西
部
欧
洲

の
諸
國
を
主

要
輸

入
國

と
す

る
商
品

の
移
動

に
攣
り

は
な

い
。

そ
し

て
こ

の
事
實

こ
そ
は
、
英

國
殊

に
そ

の
首
都

倫
敦
を

し

て
穀
類
取
引

に
於
け
る
世
界

の
申
心
た
ら
し
む

め

る
第

一
の
要
件

で
あ
る
。

、

,

第

二
に
、
穀
類
は
食
糧

及
び
家
畜

の
飼

料
と
し

て
、

一
年
を
通

じ
て
E

々
に
浩
費

せ
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
に
封

し
て
、
そ

の
源

泉
た

る
穀
類

の
積

出
は
、
他

の
工
業

生
産

品

の
よ
う

に
、
決

し

て

一
つ
の
供
給

地

に
於

い
て
四
季
を
通
じ

て
糧
績
的

に
な

さ
れ
る

の

竜

の
で
は
な
く
、
・季
節

を
異

に
し
て
、
各
地
か
ら
、
湘
縫

い
で
積

出
さ
れ

る
と

い
ふ
事
實

で
あ

る
。
す
な
菰
ち
」
再

び
例
を
小
萎

穀
類
の
國
際
取
引
と
そ
の
貿
易
契
約

(
大
谷
)

三
九

4)

5)
6)

本 稿P.35.所 載 の 表 往 見o

C.Manghan,MarketofLondon,London,Ig31,P・29・

F.E.Clark&L.D.H.Weld,MarketingAgriculturalProductsinthe

UnitedStates,NewYork,Ig33,P・P.2--3.



四
〇

に
と
れ
ば

、
世
界

の
小
変

の
牧
穫
從

つ
て
積
出

し
は
、
決

し

て
同

一
の
時

期

に
は
な

さ
れ
な

い
、
先

づ
十
二
月

・
一
月

の
交

に
濠

洲

.
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
に
始
ま
り

、
四
月
英
領

印
度
、
六
月

テ
キ

サ
ス
州

に
始
ま

つ
て
八
月

に
及

ぶ
北
米
合
衆
國

の
牧
穫
、
し
か
し

て
そ

の
申
頃
七
月
か
ら
八
月

へ
か
け
て
カ
ナ
ダ

の
牧
穫

が
始
ま
る
。
そ
し
て
81
き

つ
讐
き
欧
洲
各
地

の
牧
穫

季
、
十

一
月
英
國

の

牧
穫
を
以

つ
て

一
年
を
絡

へ
、
や
が
て
再
び
濠
洲

の
牧
穫

に
戻

る
の
で
あ
る
。

臼
、●
U
・
缶
9
9
目
彗
昏
が
作
成
し
た
圖
表

に
よ

つ
て

わ

小
萎

の
國
際
的
牧
穫
季
を

示
す
と
次
頁

の
如
く

で
あ
る
。

從

つ
て
世
界
市
場

へ
の
小
萎

の
積

出
し
は
、
主
要
供
給

地
た
る
カ
ナ
ダ

・
ア
ル
ゼ

ン
チ

ン

・
濠
洲

・
北
米
合
衆
國
か
ら
、
時

を

リ

レ
ロ

異

に
し

て
織
走

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
情

に
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

こ
れ

に
印
度

。
ソ
ヴ

ェ
ッ

ト
聯

邦
及
び
浩
費
地

た
る
欧
洲
各
國

の
國

内
生
産

を
加

へ
て
、
生
産
地
と
消
費
地
と
に
於
け
る
貯
藏

量
、
債
格

、
費
買
出
來
高

そ

の
他
激

多
き
因

子
の
函
激

關
係

に
於

い
て
小
萎

が
、
イ
ギ
リ

ス
を

申
心
と
す
る
消
費

地
欧
洲

に
、
不
断

に
流

入
す

る
こ
と
が
必
要
な

の
で
あ

る
。

・

然

か
も

そ

の
浩
費

地
に
於
け

る
穀
類

の
貯
藏
量
は
あ
る

一
定

の
時

を
と

つ
て
み
る
と
き
決
し

て
大
量

の
も

の

で

は

あ

り

え

な

い
、

一
九

三
六
年

六
月

に
、
當
時

の

国
『9

ピ
。
a

。
h
》
戯
8
剛霊
ξ

た
る

oゆ
ぢ

。。
"
ヨ
=
亀

缶
o
碧
。
は
、
英
國

の
小
萎

の
貯
…藏
量

を

.推
算

し

て
英
國
全

人
口
を
六
週
聞
支

へ
る

に
す
ぎ
な

い
と
な
し
、
同
じ
年

の
七
月
英
國
政
府

は
下
院

に
於

い
て
小
変

の
亭
均
供
給

の

は
英

國
全
人

ロ
の
食
糧
三
月
を
充
た
し
え
よ
う

と
磯

表
し
た
。

以

つ
て
小
萎

の
供
給

が
不
断

に
か

つ
圓
滑

に
な
さ
れ
ね
ば
な

ら
ぬ

事
實
を
看
取

し
う
る
で
あ

ら
う
し

、
從

つ
て
そ

の
貿
易
取
引
も
他

の
原
料
品
叉
た
は
工
業

生
産
物
た

る
完
製

品

の
取
引

と
は
、
自

か
ら
異
な

る
も

の
た
る
こ
と
を
想
像

し
え
よ
う
。

7)T.D.Hammatt,SellingAmericanWheatAbmad,rg25,NewYork,p.123.

8)TheEconomist,Vol.CXXIX,No.49lo,Oct.2,Ig3ア,FoodStorefor

Deffenceに 櫨 ろ。
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四
二

第

三

に
、
穀

類
は
、
配
給

の
性
質
上
他

の
貿
易
商
品
と
多
少
異

る
特

質
を
有

す
る
。
、
一
般

に
農
業
生
産
物
は
,
.
大
量

の
取
引

で

あ

る
こ
と
、
'
季
節

的
な
性
質
を
も
つ

こ
と
、
攣

質
腐

敗
し
や
す

き

こ
と
、
年

に
よ

つ
て
品
質
及
び
牧
穫
量

に
攣
化

の
あ
る

こ
と
、

そ
の
用
途
が
多
種
多
様
な
る
こ
と
i

例

へ
ば
或
る
場
合
に
は
人
の
食
糧
と
な
り
或
る
場
合
に
は
家
畜
の
飼
料
と
な
る
1

等
の

の

た
め

に
、

お

の
つ
か
ら

そ
の
配
給

に
於

い
て
他

の
商
晶

と
は
異
る
性
質
を
も

つ
も

の
で
あ
る
が
、
そ

の
う
ち

で
も
穀
類

は
、
棉
花

と
相

粒
ん

で
、
攣
質
腐
敗
性
が
比
較
的

に
少
な
く
、
容
易

に
品
位
等
級
を
標
準

化
し
ヲ
る

の
み
な
ら
す

、
標
準

又
た
は
見
本

に
よ

エ

レ

ベ

　

タ

し

る
費
買

が
可
能

で
あ
り
、
大
規
模

の
公
私

の
倉
庫
或

ひ
は
穀
物
倉
庫

に
大
量

に
保

管
さ
れ

、
組
織

せ
ら
れ

た
取
引
所

の
上
場
物
件

た
る

に
適

し
、
電
信

に
よ
る

オ
ッ

フ
ァ
ー

の
貸
借

註
丈

の
磯
受

が
な
さ
れ
、
從

つ
て
國
際
的
な
需
給

の
事
情

に
よ

つ
・て
主
要
輸
入

國

の
大
市
場

に
於

い
て
世
界
的
債
格

で
取
引

せ
ら
れ

る
こ
と

玉
な
り
、
そ

の
費
買

は
個

々
の
私
的
商
談

に
よ
る
取
引
條

件

に
擦
る

勒

も
,の
で
は

あ
り

え
な

い
ー

貿
易
契
約

の
標
準

化
が
可
能
と
な

る
も

の
で
あ

る
。

か
く

の
如
く

に
種

々
な
特
異
性
を
有

つ
貿
易
商

品

の
園
滑
な

る
取
引
は
、

い
ふ
ま

で
も
な
く
高
度

に
組
織

せ
ら
れ
た
市
場

の
存

在

な
く
し

て
は
行
は
れ
な

い
。
警

に
大
手
筋

と
稻

せ
ら
れ
る
當
業
者

が
在
る
ば
か
り
で
な
く
、
契
約

の
成
立
を
仲
介
す

る
仲

立
人
、

亘
額

の
資

金

の
需
要

に
慮
す

る
金
融
機
關

、
慣
格
攣
動

の
危
瞼
を
分

散
す

る
た
め

の

ぼ
山
σq
冒
㈹
が
行

は
れ

う
る
取
引
所
、
等

の
諸

機
關

が
必
要

で
あ
り

、
穀
類

の
作
付

反
別

、
牧
穫
豫
想

、
生
産
浩
費

爾
市
場

の
在
庫

品
の
歌
態

、
主
要
輸
出
入
港

に
於

け
る
日

々

の
積

出
及
び
到
着
数
量
、
各
地

の
日

々
の
相
場

・
費
買

の
出
來
高

等
、
あ
ら
ゆ

る

三

〇
善

帥
邑

旨

が
敏
速

正
確

に
蒐
集

し
え
ら
れ

な
く

て
は
な
ら
な

い
。

こ
の
黙

に
於

い
て
、
世
界
最
大

の
穀
物

取
引
所

鼻

。

守

峯
Ω

国
図
魯
彗
αq
。

及
び

目
ゲ
。
い
。
巳
。
昌

O
。
ヨ

9)
Io)

αark&Weld,Ibid.,Chapt.1.

G.G.Huebner&R.L.KrameT,

NewYork,Ig30,P.366,H.F.

NewYork,エ935,P.479.

ForeignTrade,PrinciplesandPractice,

Holtzclaw,ThePrincipleofMarketing,



↓
暴
牙

国
砦
7
彗
σq
『

を
有
t
、
他

の
諸
商
晶
と
共

に
日
々

の
穀
類
到
着
激
量
を
集
計

し
て
毎

日
の

O
島
8
ヨ
ω
屈
戸

9

国
暮
蔓

に

稜
表
し
、
扇

3
。
目
ず
』
"。。
O
。
B

目
目巴
。
Z
。蓄

の
刻

々
嚢
行
せ
ら
る

玉
英

京
倫
敦

こ
そ

.
穀
類
取

引

に
於

い
て
最

も
完
備

し
た
市

場

た
る
資

格
を
備

へ
た
も

の
と

い
ふ

べ
き

で
あ
ら
う
。

英
國
倫
敦

が
穀
類
取
引

に
於

い
て
世
界

の
市
場

た
る
第

二

の
事
情
は
、
穀
類

取
引
と
海
蓮
業

と

の
關
係

で
あ
る
。
も
と
も
と
農

産

物

の
取
引
は
大
量

の
取
引
た
る
蓮
命
を
も

つ
の
で
あ
る

が
、
分
け

て
も
穀
類

の
取
引
は
大
量
且

つ

一
時

の
積
出
が
多
く
、
生
産

ス
ポ

ヅ
ト

地
市
場
に
大
規
模
な
穀
物
倉
庫
が
完
成
し
た
現
在
と
い
へ
ど
も
相
場
の
成
行
に
よ
つ
て
は
現
需
要
地
に
現
物
に
し
て
お
く
方
が
庭

分
の
早
い
ご
と
も
あ
る
べ
く
、
時
に
は
揚
地
未
詳
の
ま
曳
積
出
し
て
航
海
の
途
申
に
買
手
を
物
色
獲
得
し
て
仕
向
港
を
決
定
す
る

塒

こ

と
も

稀

で

は
な

い
。
故

に
穀

類

の
大

量

取

61

は
當

然

に
船
腹

の
大

量

取
引

を

随

伴

す

べ
く

、
'從

つ

て
世
界

海

運

の
中

心

た

る
倫

敦

は
當

然

に
穀

類

取

引

の
中

心
た

る

地
位

に
あ

る

の
で
あ

る

が
、
倫

敦
市

場

の
歴

史

的

な
襲

展

は

、

こ

の
二

つ
を

更

に

一
暦

緊

密

に
結

び

つ
け

る

に
役

立

つ
た

、
即

ち

一
六

二

五
年

国
玲
。
場
σq
暮
。

の

臼
鐙
ロ
ω層
冨
日

O
o
{h8

缶
。
葛
⑦

に
創

つ
た
海

蓮

市

場

円
冨

卜
。
巳

。
昌

。。
7
甘
且
轟

国
×
島

§

σQ
。

が

、

一
九

〇

三
年

以
來

、

こ
れ

も

一
七

〇

〇

年
代

に

↓
穿

$
魯

8
臼
。
。。
舞
。9

の

≦

蔵

三
9
彗
偶

冨

母
准
碧

傷

珈

誹

店

に
創

つ
た

穀
類

取

引
所

目
富

国
聾

甘

国
x
鼻

彗
σQ
。

に
合

併
し

て
、

目
ゲ
。
剴
ρ
録
6

]≦
巽
。
彗

岳

。
曾

こ。
窪
署

ぼ
σq

国
×
9
§
αq
。i

通
稻

し
て

月
冨

聞
葺

甘

と

い
ふ
ー

と
な

る
や
、
鼓

に
爾
市
場

は
文
字
通
り
相

互
補
足
的
地
位

に
立
ち
」
倫
敦

わ

が

世
界

の
海
蓮
市
場
た
る
事
實

は
、
や
が

て
そ

の
ま

」
に
穀
類

取
引

の
世
界

の
中

心
で
あ
る
こ
と

、
な

つ
た

の
で
あ
為
。

穀
類
の
國
際
取
引
と
そ
の
貿
易
契
約

(
大
谷
)

■

四
蕊

II)H.EHoltzclaw,Ibid.P.479,及 び拙 稿 ・「到 着 な條 件 とす る貿 易 契 約 」

商 學 討 究 第 八巻 中冊 所 載p.5&

12)C・Ma㎎han,Ibid・,P・20及 びP・29・



四
四

三

殼
類
取
引
に
於
け
る
倫
敦
契
約

以

上
を

も

つ
て
、
國
際
貿
易

に
於

け
る
穀
類

取
引

の
地
位

蛇
び
に
そ

の
特

異
性
を
述

べ
た

の
で
あ
る
が
、
穀
類

の
貿
易

取
引
は

ま

た
、
貿
易
業

務

の
維
螢

と
い
ふ
立
場

か
ら
も
特

殊

の
意

味
と
從

つ
て
研
究

を
要
す

る
。
夫
れ
は
そ

の
取
引

の
基
本
た
る
貿
易
契

約

が
、
強
力

に
世
界
的

に
標
準
化

せ
ら
れ

て
ゐ
る
と

い
ふ
事
實

で
あ
る
。

凡
そ
外
國
貿
易

取
引

に
於

い
て

、
最
も
困
難
な

の
は
契

約

の
準
擦
法

に
關
す
る
問
題

で
あ
る
。
抑
も
内
地
取
引

に
あ

つ
て
は
、
.

假
令
樹
手
方

が
外
國

人
で
あ

る
場
合

と
難
も
、
そ

の
取
引
は
日
本

の
法
律

脅
慣

に
よ
る
を
原
則
と
す

る
。
然

か
る
に
外
國
貿
易

に

於

い
て
は
、
當

事
者

が
豫

め
敦
れ

の
國

の
法
律

に
擦
る
か
を
定

め
な

い
場

合
は
、
/後

日
疑
を
生
す

る
恐
れ
が
あ

る
。
當
事
者

の
意

思
不
明
な
る
場
合

は
、
行
爲

地

の
法
律

に
擦

る

の
で
あ

る
が
、

い
ま
小
樽

の
A

が
書

面
ま
た
は
電
信

に
よ

つ
て
倫
敦

の
B

に
野

L

オ

フ
ア
ー
を
な
し
B

が
之

れ
を
承

諾
し
て
契
約

が
成

立
し
た
と
す
れ
ば
、
そ

の
行

爲
地
は
何
虞

で
あ
る
か
、
此

の
瓢

に
關

し

て
は

契
約

の
成

立
及
び
数
力

に
つ

い
て
は
、
申
込

の
通
知
を
嚢

し
た
る
地
を
行
爲
地
と
看
徹

す
こ
と
、
今

日
國
際
私
法
上

の
通
則

で
あ

ユ

き

つ
て
、
我

が
法
令
も
ま
た

こ
の
主
義
を
採
用
し

て
ゐ
る
。
從

つ
て
費
手

の
國

の
法
律

ま

た
は
慣
脅

に
よ
る
か
、
買
手

の
國

の
法
律

ま

た
は
慣
習

に
よ
る

か
は
、
敦
れ

が
申
込

の
通

知
を
嚢

し
た
か

に
よ

つ
て
定
ま
る

の
で
は
あ
る
が
、
普
通

に
申
込
は

一
般

に
費
手

が
す
る
と

の
慣
習

か
ら
、
通
常
は
費
手

の
國
ま
た

は
地
方

の
慣
習

に
よ
る
こ
と
が
多

い
。

一
九

二
七
年

ウ
イ

ン
に
於
け
る
國
際
法

協

會

の
會

議

に
於

い
で

も
、
風
特
約

な
き
限
り
費
買
契
約

は
費

主

の
國

の
法
律

に
よ
る
を
原
則

と
し
、
例
外

と
し

て
、
費
主
ま

た
は

1)山 田三冥 ・國際私法第二分冊 、 昭和 九年刊p.44(.

2)法 例第七條 乃亜 第九條 。



代
理
人
が
買
主
の
國
に
來
つ
て
契
約
を
な
し
た
る
場
合
?
そ
の
代
理
人
が
買
主
の
國
に
螢
業
所
を
有
し
且
つ
代
理
人
が
自
己
の
名

を
以
つ
て
契
約
を
な
し
た
る
場
合
,
物
品
が
契
約
を
な
し
た
時
買
主
の
國
に
存
在
し
あ
り
た
る
場
合
、
に
は
、
買
主
の
國
め
法
律

に
擦
る
と
定
め
、
パ
リ
ー
國
際
商
業
會
議
所
の
承
認
を
経
て
翌
・・一
九
二
八
年

ヘ
ー
グ
に
開
か
れ
た
國
際
私
法
會
議
第
六
同
総
會
に

わ

於

い
て
、
此

の
規

定
は
鍋
書

に
具
盟
化
さ
れ

て
現
在

に
至

つ
た
も

の
で
あ
る
ゆ

・
然

か
し
な

が
ら
取
引

の
安
全
と
便

宜
と
を
計
る
た
め
一
實
際

取
引

に
於

い
て
は
通
常
費
買
契
約
書

中

に
紛
議
を
解
決
す

べ
き
準

擦
を
豫
め
明
示
す
る
脅
慣

が
次
第

に
稜

達
し
た
。
そ
し

て
穀
類

の
國
際
貿
易

に
於

け
る
か

玉
る
準
擦

は
、
そ

の
世
界
市
場
た
る
倫

.
敦

に
行

は
る

、
取
引
條
件

↓
自
言
ω
§
貸
O
o
邑
茂
。
蕊

で
あ
る
。
す
な
は
ち
、

ひ
と
り
穀
類

の
み
な
ら
す

天
産
物

一
般

の
世
界
貿

易

の
申

心

た

る

倫

敦

に

は

、
目

。
ピ
o
巳

o
昌

○
旨

昏

↓
鑓
ロ
o
妻

↓
H
9
畠
8

>
器
o
。
壁
氏
o
鳥

臼
げ
。
H
昌
8

な

o
霊

け
&

O
臨
◎。
。
&

》
。・
。・
。
9
異
ご
昌
脚

弓
ぽ

O
窪

黛
』

津

o
費

8

弱
3
寄
同例

〉
¢8
。凶舞
ε
5

0
h
ピ
。
員
ユ
o
『

な

ど
、

そ

れ

ぞ
れ

の
方

面

に
之

れ
を

取

扱

ふ

同

業

者

が

組

合

》
。。白・
8
一註

§

を
組

織

し

、
各
規

約

寄

一2

9
藍

寄

σq
巳
鑑

。
蕊

を

作

り
、

ま

た

當

該

商
晶

の
取

引

に
適

用

さ

る
べ

き

標

準
費

買

}

契

約

書

式

蜀
霞
旨
。
。
h
O
。
暮
冨
。富

を

制

定

し

て
ゐ

て
、

從

つ

て
、

之

れ

等

の
商

品

の
取
引

に
於

い

て
は

、

一
般

に

◎。
昌
甘
9

8

d
パ
内
●
》
。・8
鼠
碧
ご
昌

O
o
g
B
o8
.
と

か

、
ま

た

は

,『
o
巳

o
昌

O
o
馨
旨
2

8

σq
o
く
。
暮

巴
戸
窪
碧

切器
斤凶o
器
●
と

か
取

り

極

め

る

だ
け

で
充

分

で
あ

の

、
他

の
貿

易

商

品

の
如
く

取

引
條

件

の
内
容

を

一
菱

協

定

す

る
を

要

し

な

い

の
で
あ

る
。
之

れ
を

倫

敦
契

約

ピ
σ
早

の

鮎
o
旨

O
o
昌
碕
碧

窃

と

稻

す

る

。

穀
類
の
國
際
取
引
と
そ
の
貿
易
契
約

(大
谷
)

四
五

3)中 井省三.貿 易商務論 昭和十二年刊P.P.226-227・

4)拙 稿 ・rTa!eQuale及 びRyeTermsi:,1ろ 貿易契約 」商學 討究第十巻 中

冊所載及 び申井省三 ・前掲書P.228,同 氏論 丈取 引上に於 け ろ倫敦契 約 と

商事仲裁條項、企業経螢第四巻第三號P・6&



四

穀
類
取
引
に
於
け
る
品
質
條
件

四

六
、

貿
易
契
約
に
於
い
て
、
普
通
に
取
り
極
め
ら
れ
る
基
本
的
取
引
條
件
は
、
品
質
に
關
す
る
條
件

・
数
量
に
關
す
る
條
件

.
値
段

ハ

に
關
す
る
條

件

・
引
渡

に
關
す
る
條

件

β
支
佛

に
闘

す
る
條
件

の
五

つ
で
あ
る
と

せ
ら
れ

る
が
、
穀
類

の
國
際

貿
易

に
於

け
る
品

質
條
件

は
、
如
何

に
取
り
極
め

ら
れ
る

で
あ
ら
う

か
、
い
ま
倫
敦
契
約

た
る

目
訂

ピ
。
巳

。
昌
O
。
旨

目
同
巴
。
》
。・切8
凶鑑

。
昌

制
定

の

の
七
十

五

種

の
標

準

契
約

書

式

。。
冨
昌
留

a

O
9

窪
碧
誘

司
。
善

い

に
從

つ

て
分

析

す

る

と
、

見

本

に
よ

る
費

買

。自
"一8

ぼ

.。
騨
一。傷

匂・
層
ヨ
巳
ρ

誰

明
書

打

切

制
度

に
よ

る
費

買

O
。拭

隷

彗
①
{言
毘

器

ε

ρ
§

露
5

及

び
標

準

に
よ

る
費

買

。・
鰭

。。
ξ

鴇
§

自
9
同山

の
三

つ
で
あ

る
。

A

見
本
に
よ

る
費
買

、
塵

、

、、

.

』

外
國
貿
易

に
於

い
て

一
般

の
商
品
殊

に
製
造
品

の
取
引
は
、
殆
ん
ど
す

べ
て
見
本

に
よ

つ
て
行

は
れ

る
。
見
本

と
は
取
引

せ
ら

る

べ
き
商
品

の

一
部
を
示
し

て
南
現
品

び
巳
泥

を
代
表
せ
し
め

る
も

の
を

い
ひ
、
英

國
動
産
費
買
法

の
規
定

に
よ
れ
ば

、
見
本
費

買

と
は
、
現
品
は
其
品
質

に
於

い
て
見
本

に
等
し
く
、
買
主

は
現
晶
を
見
本

と
樹
照
す
る
爲
め
に
適
當
な
る
機
會
を
有
す

べ
き
旨

及
び
物

品
が
適
當
な
る
見
本
槍

査

に
依
り

て
も
獲
見

し
え
ら
れ
ざ

る
理
疵

の
爲

め

に
商

品
た
る
に
適

せ
ざ
る

が
如

き
こ
と
な
き
旨

の
・
暗

獣
の
條
件
あ
る
も
の
と
せ
ち
熱

穀
類
取
31
に
於
い
て
も
、
費
買
に
於
け
る
最
も
璽

な
品
質
の
表
示
は
見
本
に
よ
る
こ

　

と
で
あ

勧
。
す
な

は
ち
賓

買

せ
ら
る

べ
き
穀
類

か
ら
相
當
量

の
見
本
を
抽
出

し
、
こ
れ
を
買
手

に
展

示
供
覧
し

て
受
渡

す

べ
き
口
㎜

1)

の

3)

拙 稿 ・rTale(2uale及 びRyeTermsに よ る貿 易 契 約 」 商 學 討 究 第 十 巻 中

冊 所 載P.67.

LondonCornTradeAssociation,FormsofContractsinForce,Ig25 .読レtext

と す るo

TheSaleofGoodsAct,1893,馨.15,穗 積 重 威 ・英 國 動 産 費 買 法 、 昭 和 九

年 刊P.62.



質
を
表

示
す

る

の
で
あ
る
。

こ

の
見
本
は
然

か
し
必
ら
す

し
も
、
現
品

び
⊆
澤

か
ら
抽
出

し
た
も

の
た
る
を

要
せ
す

信
儲

器
§
冨
。

で
あ

る
ζ
と
も
あ
る
。
↓
遷
⑦
。。魯
ヨ
冨
。
と
は
あ
る
期
闇
中
受
渡

さ
る
べ
き
あ
る
種

の
穀
類
を
代
表
す

る
も

の
と
し

て
費
手

に
よ

つ

て
作
成

せ
ら
る

主
も

の
で
あ
る
。
展

示
せ
ら

る

、
見
本

は
普
通
二
組

ぎ

含

葛
n暮
。
作
ら
れ
馬

一
は
開
封

。
娼
睾

一
は
封
印

器
巴

せ
ら
れ

る
。
開

封

の
も

の
は
買
手
用
と
し

て
所
持

せ
ら
れ
、
封
印

の
も
の

。。邑

&

。・
拶白
巳
。
は
、
費
買
雨
當
事
者

の
合

意

の
も

と

に
封
印

せ
ら
れ
、
後

に
現
實

に
受
渡

の
あ
る
時

、
本
荷

と
照
合
し
且

つ
必
要
あ
れ
ば
仲
裁

≧

げ
ξ
舞
{8

の
場
合

の
た
め

に
、
目
ぽ

の

ピ
o
乱

o
昌

O
。
ヨ

目
旨
浄

》
ω8
。一題
餓
§

に
保

管

せ
ら

れ

る

も

の
で
あ

る
。

↓
冨

ピ
。
巳

。
P
O
。
遷

目
鎚
号

》
のψ8
貯
ユ
。
旨

制

定

の
標

準
契

約

に
於

い

て
は
、

こ

の

こ
と

を
表

現

し

て
女

ぎ

の
如

く

い

ふ
。

,

O
§
澤
鴇
J
I
l

彗

ユ
ヨ
0
9
昌
儀
覧
碧
o

o
剛
。・窪
ロ
已
o
葺

菩

o
昌

器

窟
N
の⑦鑑
巴

。・魯
ヨ
巳
o
ヨ
9。
捧
亀

…

…

ぎ

唱
8
ω8
既
o
ロ

o
h
:
…

.

以

上

の
よ

う

に
穀

類

が
見

本

に
よ

つ

て
費

買

せ
ら

れ

る
時

は

、
本

荷

の
受
渡

あ

る
時

は

、
見

本

と
本

荷

と
を

封

比
す

る

の
で
あ

る

が
、

大

量

取
引

を

常

と
す

る
穀

類

の
費

買

に
あ

つ

て
は

」

こ

の

こ
と
は
事

實

上

不

可
能

で
も

あ

り

ま

た
無

用

で
も

あ

る

、
何

と

の

な
れ
ば
、
國
際

貿
易

に
現
は
れ
る
穀
類
は
相
當
程
度

に
品
質

が

一
定
標
準
化
さ
れ

て
ゐ
る
か
ら

で
あ
る
。
從

つ
て
こ
の
場
合

に
は

原
見
本

と
謝

比
す

る
た
め

の
代
表
見
本
を
公
準

に
本

荷

の
申

か
ら
抽
出
し

て
作
成
す

る
、

こ

の
目
的

の
た
め
に
主
要
な
る
貿
易
港

で
は
、
陸
揚

に
際
し

て
費
主
買
主

の
代

理
者

立
合

の
も
と

に
こ

の
種

の
見
本
を

抽
出

作
製
す
る

こ
と
を
專
業

と
す
る
第

三
者

が
あ

つ

て
、
普

通
こ
れ
を

の
后
2
ぎ
9
巳
窪
富

ま

た
は

O
。
舞
3
一一臼

と
呼

ぶ
。
こ

の
業
者

は
右

の
見
本
作
製

の
ほ
か
に
、
若

し
取
引

が

引
渡
激
量

b
・穿

寓
巴

≦
N。
一σq
犀

に
よ
る
取
引

で
あ
る
場
合

に
は
、

一
々
看
貫
を
も
行

つ
て
そ

の
記
録
を
も
作
成

す
る
も
め
で
あ

穀
類
の
國
際
取
引
と
そ
の
貿
易
契
約

(
大
谷
)

四
七

4)s.J.Dul)r,Grain,London,1925,P.73;s.II.Titford,Theworkofthe

工ondonCornTradeAssoc玉ation,CityofI.o皿donCollege,GrainLecture,

No.3,P.Io.

5)S.J.Duly,Ibid.,P.73.

6)C1訂k&Weld,Ibid.,P.34,HuebnerandKrammer,Ibid.,P.596.



四
八

る
。
か
く
し

て
作
成

せ
ら
れ
た
見
本

は
嚴
重

に
封
印
さ
れ

て

一
定

の
機
關
例

へ
ば

目
冨

ピ
。
民

自

O
。
ヨ

↓
吋巴
①
〉
¢。。8
葺

8
昌
に

保
管

せ
ら
れ
、
後

に
品
質

に
つ

い
て
苦
情
を

生
じ
、
費
買
雨
當

事
者

の
意

見

の

一
致

し
な

い
時

は
、
此

の

。・
・
巴
a

鴇
ヨ
巳
。
を

誰

擦
と
し

て
仲
裁

≧

ぴ
一茸
鑑

8

に
附
す

る
も

の
で
あ
る
。
な

ほ

。自
ξ
。
旨

言
巴
窪
窃

ま
た
は

0
8
葺
亀
。
旨

の
費
用

は
、
こ

の
業
者

が
も

し
費
主

の
代

理
人
た
る
場
合
は
費
主

の
員
捲

で
あ
る
が
沸
費
買

雨
者
卒
分

の
場
合
も
あ
る
。
北
海
道
積
出
英

國
向
青
碗

豆
に

つ
い
て
輸
出
者

が
右

の
作
業
を

委
託
申
請
す

る
書
式
を
次
頁

に
示
さ
う
。

か
く

の
如

き
見
本

に
ょ
る
穀
類
費

買
は
、
然

し
な

が
ら

、
多
く
は
倫
敦

に
於

け
る

日
ぽ

O
。
ヨ

国
x
9
碧
砂q
。
ま
た
は

カ
ナ
ダ

.

ラ

北
米
合
衆
國

に
於
け
る
内

地
取
引

に
多
く
行

は
れ

る
も

の
で
あ

つ
為
、
、實
際

の
輸
出
入
貿
易

に
は
、
現
在

で
は
左
程
行
は
れ
る
も

の
で
は
な

い
。
そ

の
理
由

は
、
外
國
貿
易

の
費
買

は

一
般

に
先
物

の
取
引

で
あ
る
が
、
農
産
物
は
そ

の
年

の
豊

凶
如
何

に
ょ

つ
て

作
柄

一
定

せ
す
ま
た
積
出

の
時
期

に
よ

つ
て
品
質

が

一
定

し
が
た
く

、
且

つ
約

定
後
歎

ケ
月
経

つ
て
實
際

に
受
渡

し
せ
ら
る

」
時

め

に
、
若

し
便
格

が
買
手

に
不
利

に
憂
動
し
あ
り
た

る
場
合

に
は
、
謂

は
ゆ

る

ヨ
9
爵
2

9
鉱
ヨ

を
誘

ひ
や
す
く
、
費
手

に
と
つ
て
著

し
く
不
利

で
あ
る
。
從

つ
て
品
位
が
標
準
化
さ
れ
す
市
場

が
組
織
化
ざ
れ
な

い
う
ち
は
、
や
む
な
く
見
本
費
買

に
よ
る
が
、
或
る

程
度

以
上

に
そ

の
取
引

が
嚢

達
す
る
と
次
ぎ

に
述

ぶ
る
よ
う
な
他

の
方
法

に
よ

る
こ
と
が
費
買

に
俘

ふ
紛
孚
を
減

じ
、
世
界
市
場

へ
の
聯
繋
を
密

に
す
る

こ
と
～
な

る
か
ら

で
あ
る
。
目
冨

ピ
。
巳

。
昌
O
。
3

目
B
号

》
ωω。
。冨

ご
昌
制
定

の
標
準
契
約

に
於

い
て
も
、

東

印
度

の
小
萎

・
豆
類

そ
の
他
穀
類

(Z
。
●
8

bっ
"
。。
)
、
支
那
満
洲

の
穀
類

(Z
P

劇
)
、
満
洲
産
小
萎

(Z
9

9

①
)、

日
本
産
穀
類

(
青
碗

豆
)
(Z
o
・
刈
)
、

ラ

ン
グ
遭

ン
及
び
ビ

ル

マ
産
穀

類

(Z
o
2
Q。)
、

ペ
ル

シ
ヤ
灘
穀
類
同
じ
く
飼

料

(Z
o
・
P

H
O
)
、
カ
リ

フ
ナ

7)S.J.Duly,ibid.,P・ ク32ClarkandWeld,ibid,,P・P・34-5・

8)MarketClaimとltclaimを 提 起 す ろ こ と に よつ て 値 引 そ の 他 買 手 に 有 利

な 解 決 な は か る こ とを 云 ふo
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五
〇

ル

昌

ア

産

大

萎

・
小

萎

・
そ

の

他

穀

類

(Z

。
●
嵩

讐
μ
Q。
"
ド
P

団
。。
"
トっ
距

トひ
9

bD
⑪
)
、

カ

ナ

ダ

・
北

米

合

衆

國

小

萎

・

そ

の

他

穀

類

(乞

9

』っ
S

bっ
◎。
り
ト9
Q。
〉
讐
bg
P

Q。
O
)
.

ラ

・
プ

ラ

タ

小

萎

・
玉

蜀

黍

・
燕

萎

(Z

o
.
Q。
μ
》
◎。
bg
u
Q。
Q。
"
Q。
盛

Q。
9

フ

ス
マ

フ

ス
ぞ

G◎
⑦
℃
Q◎
①
》
℃
Q◎
8

Q◎
Q◎
℃
Q◎
O
矯
艀
9

鮮
H
)
、

宙
甲
ア

フ

リ

カ

産

麩

(Z
O
●
艀
b9
噂
恥
Q◎
)
、

里
…海

及

び

一タ

昌

ユ
ー

ブ

一産

穀

一類

拉

に

麩

(Z

9

県
。。
噂
お

噂
歌
ρ

α
ど

α
卜。
"
α
。。
℃
蟄

)
、

北

ロ

シ

ア

産

小

変

(Z
o
.
呂

鷺
ま

℃
窯

り
α
。。
)
、

南

ア

フ

リ

カ

小

萎

・
穀

類

フ

ス

マ

る

(り4
0
●
α
㊤
り
㊦
O
)
、

イ

ギ

リ

ス
産

麩

(累
9

0
。。
)
の

取

引

及

び

F

・
0

・
B

契

約

(Z
9

忠

)
に
於

い

て
、

前

記

の

見

の

本
費
買

に
よ
る
旨

の
表
現
を
載

せ
て
は
ゐ
る
が
、
敦
れ
も
後

述

の
如
き
別

の
方
法

に
よ

る
費

買
を

も
併

記
し
、

現

在

と
し

て
は
極

め
て
稀
れ

に
行

は
れ
る
か
、
ま

た
は
往
時
行

は
れ
た
こ
と
あ
る
痕
跡
を

示
す

に
過
ぎ
な

い
。
例

へ

ば
日
本
北
海
道
産
青
碗
豆
の
封
英
取
引
も
、
欧
洲
大
職
當
時
ま
で
は
、
各
輸
出
者
の

寓
9
詩

を
有
す
る

亭

篤

ゆ

。・
9
目
且
。
に
よ

る
費

買

で
あ

つ
た

が

、
現
在

で

は
後

述

の

「
標

準
・に
よ

る
費

買

」

に
ま

で
嚢

達

し

た

も

の

で
あ

る
。

働

現
在

に
於

い
て
も
な
ほ
見
本

に
よ
る
國
際
貿
易

の
行
は
れ

る

の
は
、

ロ
シ
ア
産

小
萎

で
あ
る
が
、
そ
れ
は

ソ
ヴ

ェ

ッ
ト
聯
邦

政
府

が
米

國

の
例

に
徹

つ
て
品
質
検
査
を
行

ひ
誰
明
書
を
獲
給
す

る

に

か

」
は

ら

す

、
な

ほ
多
く

の

挾
雑

物
を
含
有
す

る
爲

め
に
後

述

の
よ
う
な
他

の
費
買

方
法

に
ょ
る
こ
と
が

困
難

な

た

め

で

あ

る
。

な

ほ

ρ

寓

§
讐

彗

に
よ
れ

ば

チ
リ

ー
産

小
萎
も
見
本
費
買

で
あ
り

、

ア
ル
ゼ

ン
チ

ン
産
小
萎
愚
時

に
見
本

に
よ

つ
て
費

拗

買

せ
ら
れ

る
と
い
ふ
。

.

B

鐙

明
書

打
切
制

度
に
よ

る
費
貿

9)

Io)
II)

r2)

BalticSeaandDannbianOaalContract(No.53),BalticGrainContract

(No.54),1:lt右 の 外1:dueallowancebeingmadeforsmallness,handling,

and.timeoutofbulk.と 附bil、OffalContract(U.K.Produce),No.63に1ミ

dueallowancetobemadeforha・ndlingandsizeofsameと 附 加 、Califomia

BarleyContract(No.17,18,Ig),CaliforniawheatContract(No.23,24》,

CaliforniaGrain(otherthanwheat)Contract(No.25,26)1こ は 、 前 記 のi表

現i;エ ら ず 、aboutequaltothesealedsamplemarked....inpossession

of....と 示 すo

中 井 省 三 ・前 掲 書 、P.118.

S.J.Duly,ibid"P.3Q,及 びC。Manghan,(bmmodityMarketTerms,

London,1934,P.1.

C.Manghan,ibid.,p.エ.



・-覇
蕪

磯
慮

嫡

的
な
る

に
謝

し
,て
も

最

も
高
度

に
嚢

達
し
た
穀
類
取

引

は
、

誰
明
書
打

切
制

度

O
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鋤

な

ほ

カ
リ

フ
碇

ル
』

ヤ
産
小
萎

の
取
引

に
は
次
ぎ

の
如
く

い
ふ
。

ゆ

§

掴ξ

11

、ぎ

碧

。
壁

げq
傷

舞

梓
ぎ

。

。
恥
魯

幽弓
巳
。
暮

呂

。
g

。
ε

亀

8

島

φ
O
棲

。
芭

亭

需

。。
9
ヨ
巳
。

。
=

葺

ミ

。
量

σq
。
・

迫
錫
恥
罵
蔓

2
0

・:
:
・
9

昏

o

O

轟

ぎ

目

同
巴

⑦

〉
。・
。。
8

一騨
ユ
o
昌

o
h
昏

⑦

oo
N
p

国
話

昌
o
凶。・
8

0
冨

ヨ
げ
o
㎏

o
h

O
o
ヨ
ヨ
巽

8

℃

o
出

穿

o

ム

0
8

ロ

μ
O
bっ
:
:
:

9。
畠
o
讐

o
傷

ξ

昏

o

炉
o
昌
脳
o
昌

O
o
吋
昌

目

壁

侮
o

》
。ゆ
。。
o
o
す
甑
o
昌
●
(吋
o
M
ヨ

Z
o
・
μ
9

μ
O
)

ρ
§
ξ

…

・-

譜

齪

酬
鎚

匡

8

§

o
塗
・Σ

。・
け註

註

。・
魯
旦

。
z
。
・
ご

h
島
。
o
忌

・
↓
§
畠
。
》
。・ω鼠

き

昌

。
{

oD
潜
昌

団
同
9
昌
o
冨
o
o

O
ゴ
魯
3
び
巽

O
協
O
o
ヨ
ヨ
臼
8
℃
O
胤
け
ゲ
⑦

O
N
o
娼

μ
㊤
b9
・:
:
・
9
α
o
讐
⑦
侮

げ
鴇

什
ず
o

ピ
o
昌
島
o
昌

O
O
H
旨

目
蜀
住
o

>
o・
ー

、o陰O
O
言
ユ
O
P

(団
O
同
B

ワ
「9

μ
8

一
Go
u
H
㊤
)●

、
か

く

の

如

く

F

.
A

.
Q

.の

ω
富
昌
審

乙

。・
9
ヨ
℃
冨

を
「生

産

地

に

於

い

て
作

成

す

る

場

合

は

、

政

府

・
商

工
會

議

所

ま

た

は

生

産

者

の
團

膿

等

樺

威

あ

る

機

關

に

よ

つ

て
年

々
産

出

す

る

穀

類

を

査

定

七

て
F

・
A

・
Q

た

る

標

準

を

作

の

、

こ

の

ω
冨
巳

碧
畠

。・
§

"
ド

を

倫

敦

に
邊

附

し

て

弓
富

ピ
8

α
。
昌

O
。
ヨ

目
H
巴

ρ
〉
ω
8

。
置

凶。
謬

の
承

認

を

求

め

、

そ

の

見

本

を

生

産

地

の
當

該

.機

關

及

び

目
ゲ
。

い
σ
巳

。
昌

O
。
言

目
械
且

。

》
。・
ω
9

§

凶8

に

ω
鼠

緯

留
§
暑

と

し

て
保

管

す

る

も

の

で
あ

る

。

一
例

と

し

て

濠

洲

ヴ

ィ

ク

ト

リ

ァ

州

が

襲

行

す

る

F

・
A

・
Q

誰

明

書

を

次

頁

に
・示

さ

う

。

F

・
ん

・
Q

條

件

に

よ

つ

て

取

机

ぜ

ら

れ

、

し

か

も

そ

の

F

・
A

・
Q

が

ゴ
月
ぴ
?

い
。
巳

。
昌

O
。
護

↓
届

号

》
器
8

一葺

8

に

よ

つ

て
作

ら

る

玉
も

の
低

、

ア

ル

ゼ

ン
チ

ン

の
小

萎

そ

の

他

の
穀

類

(
書

式

,累
9

。。
ど

。。
』っ
℃
。。
。。
㌧
。。
跨

。。
9

。。
⑦
"
。。
O
》

。。
刈
噂
μ
。。
。。
"

⇔o
P

劇
ρ

自

)
、

印

度

の

小

萎

そ

の

他

の
穀

類

(
書

式

2
。
・
μ
矯
bD
"
。。
)
、
.
支

那

及

び

満

洲

の
穀

類

(
書

式

Z
。
●
♪

ρ

O
)
、
一
ラ

・

・
穀
類

の
國
際
取
6ー

と
そ
の
貿
易

契
約

(
大

谷
)

五
五

22)ContractNo.31,32,33,34,35,36,36A,37.右 の 外 に も 契 約 書No.20;

21,、22(Oregon及 びWashingtonWheat)1:lt、toaverageattimeofshi-

pmeρtaboutequal、totheOf丑ci瓠TypeSampleoffairaveragequalitygf

thePortland(Oregon)ChamberofCommerce,'or,,ifshippedfromPuget

Sound,oftheMerchants,Ex6hangeofSeatle,ofthecropig2....adopted

bytheLondonComTradeAssociation.と あ るoチ リ ー一産 小 蓼 の 契 約 書

No..23,24,25,26に もaboutequaltotheOMcialStandardNo.....of

theCropIg2… ・adoptedbytheLondonCornTradeAssociation.と あ るo
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≦
、.憾
。芦
g

4
鱒衡
…
曇
ξ

。

ノ2マ7
WHEAT.

醐3/12轟 諭脇髄.

五
六

ツ
グ
ー

ン
及
び

ゼ

ル

マ
の
穀

類

く
書

式
・鷹
9

◎。
)
、
k

ル

シ
ヤ

、灘
稽
…出

り
毅

類
…
(
書

式

・
Z
9

④
"
け
O
)
、

エ
ヂ

ブ

ト
産

穀
類

(
書

式

乞

。
・
燈

℃
&

添

O
"
鳶

)
、

黒
海

及

び

グ

一;

ー

ブ
産

穀

』類

(
書
式

2
0
●
吟
Q◎
鳩
劇
O
鳩
U
P

軌
ど

U
b9
"
α
QO
)
、

ボ

ル
チ

ッ

ク

.海

積
拙
・穀

類

(
書

式

Z
o
●
α
恥
)
、
北

p
シ
ヤ
産

小
萎

(
書

式

2
9

吻
O
『
α
9

α
Φ
℃
ぴ
メ

α
Q。
噂
α
㊤
)
、
南

ア

フ
リ

カ
産

穀

類

(
童
『

フ
ス

マ

式

冥
9

の
O
)
、

イ
ギ

リ

ス
産

麩

(
書
式

宕
o
・
α
◎Q
)
、

マ
ダ

ガ

ス
カ

ル
産

穀
類

(
Z
9

謡

)

で
あ

つ

て
、
そ

の
表

現

は

次

ぎ

騎

の
よ
う

で
あ

る

。

、そ

し

て
吾

が

北
海

道

産

青

碗

豆

の

イ
ギ

リ

ス
向

輸
拠

も
實

に
此

の
品

質
條

件

に

よ

る
も

の

で
あ

る

。

O
§

甥
q

l

、.9

{鉱
㎏
ミ
窪
超

o

ρ
`
匙
評
団
o
臨
昏
o
の⑦
甲

。。o
旨
、⑭
昏

ぢ
B
窪
β

彗

鳥
ヨ
⑦
層
a

噂
一斜
8

0
{
魯
な
目
o
暮
."憶

か

、
る

取
引

に
於

い

て
は

F

・
A
の・
Q

た

る

べ
き
標

準

見
本

巽
碧
号

a

。。
9ヨ
艮
。
及

び
之

れ

に
封

比

せ
し

め
ら

る

べ
き
本

荷

.

23)契 約 書 式 に ぷつ て 若 干 の衷 現 上 の差 異 が あ ろ、例 へ ば ア ル ビ ン チ ン との取

91i:linaturalweightが 保 置 ぜ らぢ ∫散F、.oftheundermentiopedweight

と附 加 ぜ られ て ゐ ろo



へ

の
代
表

見

本

が

、
何

庭

で
何
時

如
何

な

る
方

法

に
よ

つ

て
作

ら

る

Σ
か

壁
問

題

と
な

る

。

い
ま

之

れ
を

略

記

す

る

と

、
↓
琴

ピ
。
号

島
。
ロ

O
。
ヨ

目
鎚
曾

》
ω8
9
暮
δ
昌

に
於

い
て
標

準

見

本
を

作

成

す

る

こ
と

は

、

そ

の
地

匠
別

委
員

會

。。
①
鼠

。
昌
亀

O
。
ヨ
ヨ
ぎ

8
ω

の
仕

事

で
あ

る
。
φ
o
oユ
§

鑑

O
o
ヨ
ヨ
窪

。o
ω
と

は

国
×
o
窪
ユ
〈
。

O
o
ヨ
ヨ
捧
8
3

0
窪
巽
巴

男
鐸
巷
o
。・⑦
O
o
ヨ
葺

偉
8
℃
》
箸

⑦
鉱

O
o
B
-●

巨

§

。

及

び

目
訂

Ω
窪
ユ
昌
砂q

=
。
器
・
切
0
9
a

と
相

拉

ん

で

目
冨

い
。
巴

。
ロ
O
。
岩

目
量
牙

》
ωの8
§

一§

の
業

務
執

行

機

關

で

あ

つ
て
、

国
×
8
鼠

ぐ
。
O
o
B
昌
窪
8

の
任
命

に
よ

つ
て
北

ア

フ
リ

カ

・
南

ア

フ
リ

カ

・
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン

・
欧
洲

及

び
黒

海

・
カ

ナ

ダ

・
濠

洲

及
び

北

米

合
衆

國

・
支

那

及

び
満

洲

・
東

イ

ン
ド

及

び
倫

敦

の
九

地
匿

に
分

つ

て
設

け

ら
れ

、

夫

れ

そ
れ

の
地
琶

の
取

引

に
用

ひ
ら

る

曳
契

約

條

項

の
研
究

・
修

正

、
取

引

に
随
伴

す

る
百

般

の

こ
と

の
塵

理

、
蛙

び

に
F

・
A

・
Q

標

準

の
設
定

を

任

務

と
す

る

も

の
で
あ

る
。
委

員

は

図
×
。8

穿

。
O
。
ヨ
目
ぎ
8

よ
り
選

任

し
之

れ

に

三
名

を

超

え
ざ

る
範

園

で

国
×
8
鼠

〈
。
'6
。
ヨ
目
隷

$

以

外

の

〉
。・ω
8
嘗

ご
昌

の
會

員

を

加

ふ
る

こ

と
を

う

る

が

、
委

員

の

任
命

に
當

つ
て
は

切霞
箸

⑦
窃

と

器
8
凶く
。
冨

と

が
均

り
合

ひ
、

鋤

あ
ら
ゆ

る
利
害

が
公

干

に
反
映
す
る
よ
う

に
努
め
ら
れ

る
と

い
ふ
。
然

し
な

が
ら
見
本
作

成

の
仕
事

に
こ
の
委
員
會

が
直
接
當

る

の
で
は
な

い
噛
前

に
述

べ
た
る

ωξ

⑦
目葺

窪
傷
①
昌
窃

ま
た
は

8
昌
胃
。
濠

吋
と
呼
ば
れ

る
第
三
者

が
委
員
會

に
代

つ
て
且

つ
費
手
買

手

の
代

理
人

と
し

て
見
本
作
成

の
仕
事

に
當

る
。

す
な

は
ち
陸
揚

港

に
於

い
て
、
毎

月
毎

に
、
各
積
出

地
毎

に
、
陸
揚
げ

せ
ら
れ

鋤

た

総

て

の
積

出

人

の
積

荷

の
申

か

ら

一
定
量

の
見

本

を

抽

出

し

て

器
即冨
傷

器
ヨ
冨
。
と

し

て

〉
。。ω8
§

8
昌

に
提

出
す

る
。

そ

の
手

績

は

次

の
如
く

で
あ

る
。

先

づ

、
穀

類

が
輸

逡

せ
ら

れ

た

る
ま

蕊
の
袋

に

て
陸

揚

せ
ら

る

製
場

合

は

、
》
。・8
。
§

ご
⇒
所

定
の
穿
孔
刺
を
以
つ
て
聾

か
ぎ
り
す
べ
て
の
袋
を
刺
し
て
見
本
を
抽
出
し
、
若
し
穀
類
が
陸
揚
げ
し
霧

類
麓
磨

牧
奪

ら

穀
類
の
國
際
取
引
と
そ
の
貿
易
契
約

(
大
谷
)

五
七

24)S.H.Titford,ibi己,P.4,S.J.Duly,ibid.,P.74.

25)Sealedsampleとlt費 手 及 び 買 手 まt:lt同 入 の 代 表 者 等 に よっ て 合 意 の 上

封 印 ぜ ら ろyこ と な 意 味 す ろ(LondonCornTradeAssociation,Contract

FormNo.71).



五
八

る

玉
場
合

は
、
穀
類

の
流

れ
運
韓

の
時

を
除

き
、
當
該
倉
庫

の

一
時

聞
當
り
牧
容

噸
数

に
鷹
じ

て
豫
め

定

め

た

る
時
聞

を

隔

て

、
、
」
船
鎗

内

に
て
、
費
買
爾
當
事
者

立
合

の
上
、
通
常

の
穀

物
杓

に
て
汲
み
と
り
、
ま
た
若

し
穀
類

が
撒
積

に
て
到
着
す

る
か
ま

た

は
船
輪
…内

に
て
撒
物

と
せ
ら
る

玉
場

合
は
、
能

ふ
か
ぎ
り
各
袋

ま
た
は
甲
板
上

の
桶

よ
り
、
通
常

の
杓

に
て
、
費
買
爾
當
事
者

立
合

の
上
見
本
を
抽
出
し
、

こ
れ
を

》
ωω8
鐸

一皐

所
定

の
帆
布
製

の
袋

に
詰

め
る
、
な
ほ
、
作
業

申
止

の
場
合

、
食
事

の
場
合

及
び
夜
聞
は
、
費

買
爾
者
封
印

の
上
、
本
船
内

の
海
圖
室
そ

の
他
合

意
の
上
決
定
し
た
る
適
當

の
個
所

に
保
管

し
、
若

し
當
事
者

の

一
方
が
要
求
す

る
時

は
そ

の
當
事
者

が
準
備
す

る
木
箱

に
入
れ
、

且

つ
二
種

の
異
な

る
錠
を

つ
け
、
費
買
爾
者
夫

れ
そ
れ

一
個

鋤

の
鍵

を

所

持

し

、
嚴

重

に
保

管

す

る
も

の

で
あ

る
。

か

く

の
如

く

抽

出

し

た

る
見

本

の
う
ち

か

ら

、
荷

ロ

一
、
○

○

○
噸

以

下

の
場

合

に
は

ニ

ブ

ッ

シ

ェ
ル
、
荷

ロ

一
、
○

○
○

噸

以

上

の
場
合

に
は

四

ブ

ッ
シ

ェ
ル
を

抽

出

し

、
'
〉
。・。。。
。す
け凶§

所
藏

の
特

定

の
袋

、
藥

品

に
浸

け
す

漂

白

せ
す

、
縫

目

な

き

木
棉

袋

、

助

容

量

は

。舞
σq
。

の
荷

口
の
場
合

は

二
英

斤

以
内

、

噂
舞
。
9

の
荷

ロ

の
場

合

は

一
英

斤

以
内

、
傷

み
あ

る
荷

ロ

の
場

合

は

。
霞
σq
ρ

働

冨
3
匹

を
問

は
す

三
英

斤
入
れ

の
袋

に
隙
間
な
く
詰

め
こ
み
、
封
印
を
施
す
。

か
く

の
如
く
し

て
各
月
毎

に
積
出
さ
れ
た

る
穀
類

の
見
本

を
各
荷

口
毎

に
抽
出
し
、
之
れ

に
本
船
名

・
数
量

・
船
積

の
時

・
穀

類

の
内
容
等
を

記
載
し

て
、
各

地
走

委
員
會

に
提
出
す
る
。
委
員
會
は
月

一
同
會
合
し
、
之
れ
を
二

つ
ま
た
は

三

つ

の
群

に
分

鋤

ち

、
任

意

に
そ

の
う

ち

の

一
つ
を

選

ん

で
そ

の
月

の
積

出
穀

類

の
標

準

見
本

ω
欝
巳

舞
畠
。・9
日
弓
『

と
定

め

〉
。。8
。
一碧
凶8

に
保

管

す

る
も

の

で
あ

る

。

26)LondonCornTradeAssociation,ContractFormNo.71.

27)Cargo及 びparce1の 意 義 に つ い て は 揺 稿 ・「Tale(2uale及 びRyeTerms

に よ う貿 易 契 約 」 商 學 討 究 第 十 巻 中冊 所 載P.77.蓼 照0

28)こ の ほ か にarbitration用 のsampleを と ろ;と 後 述 の 通 り0

2g)S.H.Titf()rd,ibid.,p.II.



か
く

の
如
く

に
し

て
作
成

せ
ら
れ
た
る
標
準
見
本

に
、
如
何

に
し

て
現
品
を
封
比
す

る
か

讐
、
次
ぎ

の
問
題

で
あ
る
。
之
れ

に

り

い
て
は
既

に
見
本
取
引

の
場
合

に
述

べ
た
よ
う

に
、
現
品
を
野

比
す

る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
か
ら
、
之
れ
を
代
表
す
る
見
本
を

作
成

し
て
樹
比
す
る
、
F

・
A

・
Q
條

件

の
場
合

に
之
れ
を
仲
裁
用
見
本

》
Nげ
ぽ
葺

。
昌

ω§

娼
♂

と

い
ふ
。
す
な
は
ち

、
前
述

の

よ
う
に
最

初

に
現
品
か
ら
見
本
を
抽
出

し
た

る
時
、
標
準
見
本

と
は
別

に
、
仲
裁
用
見
本

と
し

て
、
数
量

の
極
め
て
小
な
る
場
合

は
別
と
し

て
、
五
〇
噸

の

。
舞
αq
。

に

つ
き

二
英
斤

以
上
、

二
〇
噸

の

冨
『
。匹

に
つ
き

一
英

斤
以
上
を
抽
出
し
、
之
れ
を
前
述

の

鋤

木
棉
袋

に
詰
め

て
封
印
を
施
し
、
本

船
名

・
荷

口
の
歎

量

・
見
本
抽
出

の
日
を
記
入
し
、
木
箱

に

入
れ

て
保

管

す

る
。
之

れ

を

碧
ぴ
ξ

葺

。
昌
。。9
ヨ
冨
。

と
呼

ぶ
。
な
ほ
そ

の
明
細

は
本
船
名

に
從

つ
て
A

B

C
順

に
記
録
整

理
せ
ら
れ
、
且

つ
見
本
は

、
そ

の
到

着

及
び
到
着

の
日
を
確

め
ん
と
望

む
者

に
自
由

に
供
覧

せ
ら
る

曳
。
本
荷

が
受
渡

せ
ら
れ

て
品
質

に
つ
い
て
紛

争

が

起

る

場

合

は
、
こ
の

碧
げ
岸
§
侍ご
溢
。・
陣B
茗
⑦
を
前
記

ω富
巳

舞
自
器
ヨ
巳
。
と
野
比
し

て
事
を
決
し

、
再
び

器
8
。
n鑑

8

の
封
印
を
施

し

て
、

後

日
の
控
訴

〉
署
。
巴

に
備

ふ
。
因
み

に
倫
敦

に
於
け

る
穀
類

取
引

の
亘
大

さ

を

示
す

も

の

と

し

て
、

か

曳
る

碧
げ
凶窪
9
ユ
8

鋤

蜜
日
℃
ぎ

は
、
年

々
九
萬
五
千
個

に
の
ぼ
り

、
事
濟

み

て
庭
分

せ
ら
る

、
も

の

一
日
雫
均

一
〇
〇
噸
に
及

ぶ
と
い
ふ
。

五

結

穀
類
取
引

に
つ
い
て

目
訂

い
。
註

窪

O
。
旨

目
霊
計

》
。・ψ
。
。
寓

ご
昌

が
定
む
る
品
質
條

件
は
、
以
上

の
三

つ
で
あ

る
が
、
そ

の

う
ち
誰

明
書
打
切
制
度

に
よ
る
場
合

は
別

と
し

て
、
他

の

「
見
本

に
よ
る
費
買
」

及
び

「
F

・A

・Q
標
準

に
よ
る
費
買
」

に
於

い

穀
類
の
國
際
取
引
と
そ
の
貿
易
契
約

(
大
谷
)

五
九

30)LondonComTradeAssociation,

31)S.H.Titfordibid.,P.12.

Cont】tactForm,]No.71.



六
〇

で

噛
の6
鋤
一。
缶
の
弩

茗
。
ま
た
は

ω冨
昌
魯
a

。。層
ヨ
覧
。
忙
封

し

て
.
,各
積
荷

の
代
表
見
本

が
合
致

せ
ぬ
場
合
如
何

に
之
れ
を
解
決
す

る

か
⑩
代
表
見
本
從

つ
て
引
渡

せ
る
積
荷

が

器
9
匡

塁
ヨ
筈

ま
た
ぼ

・・窟
昌
魯

乙

器
§
鳳
。
よ
り
良
好

な
る
場
合

に
は
3
契
約
違

反

と
は
な
ら
す
ま
た
値
増

の
行

は
る

」
習
慣

も
な

い
、
恐
ら
く
陸
揚
地

に
於

い
て
問
題

と
も
な
る
ま
じ
く
ま
た
事
實

と
し

て
も
起
り

え
ま

い
と
想
像

さ
れ
る
。
若

し
品
質
劣
悪

の
場
合

に
は
、
買
主

は
値

引

些
。
ξ
§

8

を
要
求
し
、
こ

の

註

o
≦
碧
8

は
通
常
仲

裁

位
民
ぴ
ξ

鼠

8

を

以

つ
て
決
定
す

る
ζ
と

」
な

る
。

從

つ
て
伸
裁

の
制
度

及
び
手
綾

を
叙

ぶ

べ
き

で
あ
る
が
、
'
そ

の
前

に
数
量

に
關
す

る
條

件
を

一
瞥
す

る
こ
と
が
便
宜

で
あ

る
か
ら
.
稿
を
改

め
て
穀
類

取
引

に
於
け

る
歎
量
條

件
蚊
び
に
仲

裁
制
度
を
考
察

し
よ
う
。




